
　1953年に創立し、教員養成の大学として知ら
れ、60年以上の歴史の中で着実な発展を遂げてき
ました。1960年に文学部に初等教育学科と国文
学科を設置した4年制の都留市立都留文科大学と
なり、その後、1963年に英文学科、1987年に社会
学科、1993年に比較文化学科を増設しました。
2009年には公立大学法人となり、2017年に国際
教育学科を増設したことで、文学部6学科編成と
なりました。さらに、2018年には学部・学科を改編
し、学校教育学科と地域社会学科を設置した教養
学部を開設し、教育の質を上げることを目指しま
す。施設設備の点においても、国際交流会館やアク
ティブラーニングに対応した新講義棟が完成した
ことで、教育・研究のための環境が
さらに充実しました。

　急速に進行している高齢化社会のニーズに基づ
き、平成15年に開学した新しい大学です。健康科
学部に理学療法学科、作業療法学科及び福祉心
理学科の３学科を、看護学部に看護学科を設置
し、健康を科学するとともに、国民の健康維持に貢
献できる医療・保健・福祉の専門家を育成すること
を目的としています。
　平成28年4月に都留キャンパスを開学し、山梨
県に暮らす、乳児から高齢者まで全ての人を看護
の視点をもって看まもり、社会の動向を見据えた
先駆的な看護教育を実施しています。健康レベル・
発達段階が異なっていてもその人の生活がその地
域で看まもれるような高い看護実践力を身につ
け、社会で求められる看護師を育てています。

　幅広い専門知識や高度な技術を習得し、豊かな
創造力と判断力を兼ね備えた技術者を育成して、
県内の産業や経済の発展に寄与するため、平成11
年4月に「ものづくりとホスピタリティ」の教育理念
のもと開校しました。山梨の主力産業である機械・
電子工業の発展に貢献すべく「生産技術科」・「電
子技術科」を、急速に進行するICT技術に対応すべ
く「情報技術科」を、さらに観光立県山梨を担うお
もてなしのスペシャリスト育成を目指し「観光ビジ
ネス科」を設置しています。各科とも基礎から最新
技術まで学べるよう質・量ともに十分な実験・実習
設備を備え、充実した学習環境を提供しています。
また、社会適応能力の養成もカリキュラムに取り
入れており、巣立った卒業生は各方面より高い評
価を得ています。
　さらに、技術系の人材不足を懸念する富士・東部
地域の産業界からの要望に応える形で平成25年4

るす擁を科２の」科術技子電「・」科術技産生「、に月
都留キャンパスが開校しました。
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公立大学法人都留文科大学

教養学部▶学校教育学科、地域社会学科
文 学 部▶国文学科、英文学科、比較文化学科、国際

教育学科
文学専攻科（教育学専攻）
大学院（文学研究科）

受講可能なメニュー、イベント

履修生・聴講生制度、市
民公開講座、文大名画
座、こども公開講座、ム
ササビ観察会、つる子ど
もまつり　等

○合同出展イベント実績
つる産業まつり（都留市主
催）、ワクドキちゃれんじ
「小学生ものづくりフェス
タ」（山梨県立産業技術短
期大学校都留キャンパス
主催）

健康科学大学看護学部

山梨県立産業技術短期大学校
都留キャンパス

〒402-8555　山梨県都留市田原3-8-1
☎0554-43-4341（代表）　FAX 0554-43-4347

〒402-8580　山梨県都留市四日市場909-2
☎0554-46-6600（代表）　FAX 0554-46-6606

〒402-0053　山梨県都留市上谷5-7-35
☎0554-43-8911（代表）

学科編成

看護学部▶看護学科

学科編成生産技術科・電子技術科

学科編成

聴講生制度

受講可能なメニュー、イベント

履修生・聴講生制度、小
学校出張授業、パソコン
や機械設計に関する能
力開発講座、国家資格
取得講座（宅建、電気主
任技術士等）　等

小学校出張授業

受講可能なメニュー、イベント

市民公開講座、看護
の日イベント　等

看護の日イベント

住

住

住

　平成27年10月22日、都留市の政策と3つの大学の「ヒト
せわ合み組を色特ういと」りくづ康健「」りくづノモ「」りくづ

。たしまし立設を」るつムアシーソンコ学大「、て
　これは、今ある大学の施設や人材を活用し、市民の皆さん
に生涯学習や産官学民の地域交流の場などの提供をする
ことを目的としています。

ンコるけおに業事」るつ・ちまの躍活涯生「、はで市本在現　
セプトの一つである「まちの強みを活かした大学連携型都
留市版CCRC」として、各大学の特色を活かした生涯学習プ
ログラムの構築に取り組んでいます。また、都留市と3つの
大学との交流を深めるため、プロジェクトチームを発足した
ほか、イベントでの合同出展等を行っています。

３大学と連携したまちづくり
『大学コンソーシアムつる』とは

公式イメージキャラクターのコンつるくんとツルシアちゃん。主
に大学コンソーシアムつるの広報活動を行っています。

３大学の受講可能な
講座を知ろう

移住開始！ セカンドライフを楽しもう
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移住開始！ セカンドライフを楽しもう

市外出身でも、都留市を好きだ
という学生はとても多い。
そんな学生の一人で、

都留文科大学の学生が運営する
ゲストハウス『ゆかり』の
立ち上げメンバー・石川さんと、

管理人の加納さんに
お話をうかがいました。

「大学生」に聞く

TSURU
ＣＩＴＹ
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ゲストハウス『ゆかり』運営・石川さんゲストハウス『ゆかり』管理人・加納さん

運営メンバー5人。
現役の都留文科大学生が中心。

地域の方や宿泊者が集う「コミュニティ
スペース」。ここでイベントを行うことも。

『ゆかり』オープニングイベント。

石川さんとゲストハウス
『ゆかり』ヒストリー

2014.4 都留文科大学英文学科に入学。
 石川県から引っ越してくる
2016.12.20 ゲストハウス『ゆかり』計画始動
2017.1～3 空き家探し
2017.4～9 営業許可手続きなど
2017.7～8 改装&大掃除、資金集め
2017.11.01 ゲストハウス『ゆかり』オープン
2018.03.22 都留文科大学を卒業予定

睡眠

起床

大学で授業

ゲストハウスゆかり 
チェックイン&
カウンター業務

帰宅＆ごはんなど

朝ごはん＆通学など
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移住に関する講義を受けたり、意見交換を行う場が
「生涯活躍のまち･つるをつくる会」です。

月に一度、都留市への移住検討者が集まり、今回（2018年1月 22日開催）で
7回目を迎えた「つるをつくる会」は、

より濃密で具体的な講習、意見交換を行っていました。

　第7回のテーマは「成年後見制度」
でした。サービス付き高齢者向け住
宅における身元引受人の役割から講
義は始まり、みなさん積極的に講師
の方に質問をぶつけたり、過去の経
験を引き合いにだしたりと、なかなか
の熱量でした。
　全国的にも後見人にまつわるトラ
ブルは続出しているようで、しっかり
と「成年後見制度」について学び、
信用できる「任意後見人」を選んで
おくことが重要だと学びました。

へ参加しよう

自治体と人 を “ つなぐ ”
「つるをつくる会」で

学んだコト

地域おこし協力隊の方々が
親身になって移住者たちを
サポートしてくれます。

成年後見制度は２種類あります

高齢者住宅に入る前
に、信頼できる「成年
後見人」を立ててお
きましょう。

後見人は家族がなるケースが多
いですが、複雑な家庭環境の方も
いらっしゃるようで、司法書士な
ど専門家が選ばれることがあるよ
うです。

講義の
Point !
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参加者
interview

東京都在住の
金井さん

長野県在住の
内田さん

「都留に期待するコト」「都留に期待するコト」

高齢者住宅は一人暮らしの女性が
多いので、「共助」という意味で自
治会を作りたいです。あとは大学生
が市内に引っ越しやすい環境をつ
くってあげたいですね。

A

サービス付高齢者向け住宅に必要
なこと。
Q

スマートシティ化しているところで
すね。 中心地から４km圏内に市役
所、病院、スーパーからゴルフ場ま
ですべてそろっている。

A

都留を好きな理由をおしえてくだ
さい。
Q

移住者と地域の方が一緒になって
活動する場所がほしい。高齢者と
大学生が歌ったり踊ったり（笑）。
私の趣味は合唱なので、将来的に
コーラス部を立ち上げたいですね。

A

これからの都留に期待することはなん
でしょうか。
Q

今現在、品川区で保育関係のお仕
事をやっているので、都留市でもお
仕事を続けて地域の人たちと交流
したいですね。仕事を通して自分も
元気でいたい、周りも元気にしたい
です。

A
都留に移住したら何をしたいですか？Q

移住希望者の駆け込み寺
「移住促進センター」とは

　移住促進センターは、首
都圏以外での暮らしを考え
ている方、共に地域づくりを
担いたいと考えている方た
ちなどの相談に乗り、多世代
共生の地域づくりに取り組
む自治体への橋渡しを行っ
ています。さらには必要な手
続きなど、「二地域居住」「お
試し居住」も含め、きめ細か
くサポートしていきます。
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「移住促進センター」で
できるコト

　東京都千代田区有楽町1-7-1
　有楽町電気ビル南館5階
☎03-6256-0570
　月～金　10時～17時
　（休館　土・日・祝）
　 JR 有楽町駅：日比谷口徒歩1分
　地下鉄日比谷駅：A3出口から直結

住

開

交

「つるをつくる会」の開催日
については下記の電話番号
からお問合せください。

移住開始！ セカンドライフを楽しもう
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